令和５年度　旧野幌屯田兵村財産審議会会議録

●日時：令和５年５月３０日（木）　１４時３０分～１４時４７分
●場所：江別市民会館３１号室
●出席者：〈委員〉７名


　 岡会長・梶野量久副会長・梶野雅裕委員・木村達委員・平野委員・山田委員
・吉原委員


　  (欠席５名　木村弘委員・梶山委員・鈴木委員・湯川委員・湯谷委員)

　 〈市〉７名


　 萬総務部長・近藤次長・阿部総務課長・米山総務係長・中村主任・難波主事
・山田農村環境整備係長

●傍聴者：なし

１　開会　　　　　岡会長　

(１) 会長挨拶　　

２　総務部長挨拶　萬総務部長

３　議事
　　

(１) 報告事項

ア）旧野幌屯田兵村振興基金について

岡会長：それでは議事に入ります。（１）報告事項を議題といたします。
ア）旧野幌屯田兵村振興基金について、事務局に報告を求めます。
事務局から報告をお願いします。

米山係長：お手元の資料１ページをご覧いただきたいと思います。

旧野幌屯田兵村振興基金について、ご説明を申し上げます。この基金は、昭和４１年、野幌屯田兵村区の解散に当たりまして市にご寄附をいただいた、
２０，０００，０００円を積み立てて管理しているものであります。

資料１ページには、昭和４１年度から昭和６２年度まで、資料２ページには、昭和６３年度から平成２７年度まで、３ページには、平成２８年度から令和４年度までの運用状況を記載しております。令和４年度は、令和３年度末の残高である２１，６８２，１７３円を、１年間銀行に預託したことに伴う利子収入３９０円を加え、令和４年度末（令和５年３月３１日現在）の残高は２１，６８２，５６３円となっております。令和５年度においても、全額を銀行に預託しております。
基金につきましては、最も有利かつ確実な方法により管理するため、平成１３年度までは定期預金などにより運用し、利子収入を生んでおりました。
しかし、平成１４年４月から銀行のペイオフ対策が必要となり、平成１４年度から平成１６年度までは普通預金(利率0.001％)に預託したため、結果としてほとんど利子収入を生まないという状況となりました。

また、平成１７年度からは、金融機関が破たんした場合でも市の借入金と当預金を相殺できることに着目し、現在まで定期預金で運用しているところであります。
以上が旧野幌屯田兵村振興基金の状況であります。
岡会長：ただいまの報告につきまして、質疑はありませんか。
（なし）

岡会長：質疑がないようですので、本件については、以上で終わります。

イ）江別市兵村防風林維持管理事業について

岡会長：次に、イ）江別市兵村防風林維持管理事業について、事務局に報告を求めます。

中村主任：お手元の資料４ページをご覧いただきたいと思います。

江別市兵村防風林維持管理事業について、ご説明を申し上げます。令和４年度の事業実績ですが、人件費の上昇などに伴い、委託料を増額し、実施しております。下草刈につきましては８月に委託により実施しております。
委託料は１，４７４，０００円であります。倒木等の処理につきましては令和４年４月から令和４年８月まで委託により実施しております。委託料は１，７６０，７６６円であります。
次に５ページをご覧いただきたいと思います。
平成３０年度台風２１号による屯田防風林の風倒木処理について、ご説明を申し上げます。被害状況につきましては、平成３０年度に発生した台風２１号の強風により、兵村防風林において約１０００本の風倒木が発生しました。被害木の多くは樹齢の高いトドマツであり、根ぶくれや掛かり木が多数発生している状況でした。市の対応状況につきましては、平成３０年度には道路や農地への倒木及び掛かり木等の一部を伐採処理、令和元年度から令和３年度にかけて北海道治山事業にて風倒木処理、住宅沿いの列状間伐、植栽を実施しております。なお、北海道治山事業による整備は令和３年度をもって終了となり、こちらの進捗状況については６ページのとおりとなっております。

今後の予定につきましては、強風等で発生する風倒木等は従来どおり市で伐採処理を行います。
なお、７ページ及び８ページは令和５年５月現在の写真であります。
説明は以上です。

岡会長：ただいまの報告につきまして、ご質問ありませんか。
岡会長：北海道治山事業が令和３年度に終了となっておりますが、この時点での処理状況はどのようになっているのでしょうか。
山田係長：北海道治山事業の進捗状況については、６ページのとおりとなっており、令和元年度から湯川公園側から風倒木処理、列状間伐、植栽を行っております。事業自体は令和元年度から令和３年度まで、野幌美幸町までの被害が大きかった地域の植栽まで完了しております。
山田委員：今後、倒木の心配はありますでしょうか。
山田係長：平成３０年の台風によって、大木が軒並み倒木し、令和元年度から令和３年度までの間に風の通り方が変わってから、一定量の風倒木がありました。その後については、雪の降り方や風の吹き方によって変化はありますが、今年度春先にパトロールを行った際には、風倒木はかなり少ない状態でしたので、一定程度落ち着いたと判断しております。また、虫食い等で倒木の危険がある木を見つけ次第、積極的に処理も行っております。
岡会長：野幌美幸町は「実施なし」と記載がありますが、こちらは江別市の方で実施しているのでしょうか。
山田係長：こちらの地域については、人家が張り付いていないこと、他の地域に比べて風倒木の被害が少なかったことから、現状観察としております。今後風倒木があれば市で処理を行う予定です。
岡会長：いかがでしょうか。他に質疑はありませんか。
（なし）
岡会長：それでは、本件については以上で終わらせていただきます。

岡会長：（２）その他につきまして、事務局より何かありましたら、説明をお願いいたします。

事務局：特にございません。

岡会長：委員の皆さんからその他につきまして何かありましたら、発言願います。

（なし）

　　岡会長：他にないようですので、以上をもちまして本日の審議会を閉会いたします。

